
(57)【要約】

【課題】血液循環を促進することができ、且つ空気の流

通性も良い座受具を提供しようとする。

【解決手段】前後２端縁及び上下２面を有する略サドル

形のクッション体からなるものであって、その上面の前

端縁近くの略中央箇所に突起部が形成してあるシートユ

ニットと、前記シートユニット内に設けられていて、前

記シートユニット外から操作されて前記突起部あたりを

振動させる振動ユニットとを備えてなることを特徴とす

る座受具を提供する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 前 後 ２ 端 縁 及 び 上 下 ２ 面 を 有 す る 略 サ ド ル 形 の ク ッ シ ョ ン 体 か ら な る も の で あ っ て 、 そ
の 上 面 の 前 端 縁 近 く の 略 中 央 箇 所 に 突 起 部 が 形 成 し て あ る シ ー ト ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト 内 に 設 け ら れ て い て 、 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト 外 か ら 操 作 さ れ て 前 記 突
起 部 あ た り を 振 動 さ せ る 振 動 ユ ニ ッ ト と を 備 え て な る こ と を 特 徴 と す る 座 受 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト の 上 面 に お け る 前 記 突 起 部 の 直 後 が 、 前 後 方 向 に 延 び て な る 円 弧 状
の 窪 み と な っ て い て 着 座 部 と さ れ 、 該 着 座 部 か ら 前 記 後 端 縁 ま で が 段 々 高 ま っ て い て 着 座
後 の 臀 部 を 後 ろ か ら 突 っ 張 っ て 鼠 径 部 を 前 記 突 起 部 に 当 接 さ せ る こ と が で き る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 座 受 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 突 起 部 が 円 弧 状 で あ り 、 且 つ 、 そ れ 自 体 及 び そ の 両 側 が そ れ ぞ れ 前 記 着 座 部 よ り ア
ー ク 状 に な る よ う に 段 々 高 ま っ て か ら 沈 み 、 前 記 前 端 部 と な っ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ に 記 載 の 座 受 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト は 、 そ の 左 右 方 向 上 の 幅 が 、 前 記 前 端 縁 近 く か ら 前 記 着 座 部 に 至 っ
て 最 小 に な る よ う に 段 々 縮 小 し 、 そ し て 前 記 着 座 部 か ら 前 記 後 端 縁 近 く に 至 っ て 最 大 に な
る よ う に 拡 大 し て お り 、
　 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト の 上 面 は 、 そ の 前 後 方 向 に 延 び て い る 中 心 線 に お い て 、 前 記 後 端 縁
が 前 記 突 起 部 の 頂 点 よ り 、 前 記 突 起 部 の 頂 点 が 前 記 着 座 部 の 底 点 よ り 、 そ し て 前 記 着 座 部
の 底 点 が 前 記 前 端 縁 よ り 高 く 、
　 前 記 突 起 部 及 び 前 記 着 座 部 そ れ ぞ れ の 左 右 方 向 に 延 び て い る 上 輪 郭 線 は 左 右 両 端 が 下 が
っ た ア ー ク 線 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 座 受 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 着 座 部 と 前 記 後 端 縁 と の 間 の 臀 部 を 突 っ 張 る 部 分 が 通 常 の 人 の 臀 部 の 形 状 に 合 う よ
う に ア ー ク 状 に 窪 ん で お り 、
　 前 記 突 起 部 及 び 前 記 着 座 部 の 表 面 は 、 凹 凸 状 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に
記 載 の 座 受 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト 内 に 、 加 熱 ユ ニ ッ ト が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト 及 び 前 記 加 熱 ユ ニ ッ ト と 電 気 的 に 接 続 し て い て 、 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト の
振 動 強 度 及 び 時 間 、 並 び に 前 記 加 熱 ユ ニ ッ ト の 加 熱 温 度 及 び 時 間 を そ れ ぞ れ 制 御 す る 制 御
ユ ニ ッ ト を 更 に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 座 受 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 発 明 は 、 広 く は 座 布 団 等 の 座 受 具 に 関 し 、 特 に 床 板 や 椅 子 上 に 置 い て 座 る 座 受 具 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  通 常 、 長 時 間 に 椅 子 に 座 る 必 要 が あ る 会 社 員 や 運 転 手 ま た は 床 板 に 胡 座 を か い て 修 行 す
る 人 に と っ て 、 椅 子 や 床 板 の 上 面  に 円 形 ま た は 方 形 の 座 布 団 や マ ッ ト を 敷 く の は 、 坐 り
心 地 が よ く 快 適 で あ る の で 好 ま し い 。 し か し な が ら 、 こ う い う 座 布 団 や マ ッ ト が あ っ て も
、 長 時 間 に 亙 っ て 坐 る と 、 臀 部 及 び 大 腿 が ず っ と 圧 迫 さ れ 、 血 液 循 環 が 悪 く な る の で 、 足
が 痺 れ て 気 分 が 段 々 悪 く な り 、 そ れ に 、 腹 部 と 両 脚 と の 境 目 、 一 般 に 鼠 径 部 と い わ れ る 部
位 に は 、 空 気 が よ く 流 通 し な い の で 、 汗 を か い た り 湿 気 を 生 じ た り し て 痒 く て 痒 く て 堪 ら
な い と い う 気 持 ち で 気 分 を 一 層 い ら い ら さ せ る 、 と い う 経 験 を 有 す る 人 が 少 な く な い 。 特
に 、 「 気 功 」 の 修 行 者 有 志 に は 、 前 記 欠 点 を 解 消 す る 必 要 が あ る ば か り で な く 、 「 気 」 （
血 行 と 言 っ て も 良 い ） の 運 行 を 更 に よ く さ せ る 座 布 団 や マ ッ ト が あ れ ば い い な 、 と い う 願
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望 を 持 っ て い る 人 も 少 な く な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 に 鑑 み て 、 本 発 明 の 第 １ の 目 的 は 、 血 液 循 環 や 血 行 を 促 進 す る こ と が で き る 座 受 具
を 提 供 し よ う と す る こ と に あ る 。
　 本 発 明 の 第 ２ の 目 的 は 、 鼠 径 部 の 周 り の 空 気 の 流 通 性 を 増 加 す る こ と が で き る 座 受 具 を
提 供 し よ う と す る こ と に あ る 。
　 本 発 明 の 第 ３ の 目 的 は 、 形 状 設 計 が 人 体 工 学 に 合 っ て い る 座 受 具 を 提 供 し よ う と す る こ
と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 発 明 者 は 、 前 後 ２ 端 縁 及 び 上 下 ２ 面 を 有 す る 略 サ ド ル 形 の
ク ッ シ ョ ン 体 か ら な る も の で あ っ て 、 そ の 上 面 の 前 端 縁 近 く の 略 中 央 箇 所 に 突 起 部 が 形 成
し て あ る シ ー ト ユ ニ ッ ト と 、 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト 内 に 設 け ら れ て い て 、 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ
ト 外 か ら 操 作 さ れ て 前 記 突 起 部 あ た り を 振 動 さ せ る 振 動 ユ ニ ッ ト と を 備 え て な る こ と を 特
徴 と す る 座 受 具 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
  こ の 構 成 に よ る 座 受 具 で は 、 前 記 突 起 部 と 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト が 設 け ら れ て い る の で 、 鼠
径 部 を 前 記 突 起 部 に 当 接 さ せ て 坐 る 場 合 、 両 足 を 前 へ 伸 ば し て 正 座 し て も 、 両 足 を 横 に 広
げ て 前 へ 組 み 、 前 記 突 起 を 囲 ん で 胡 座 を か い て も 、 臀 部 乃 至 大 腿 ， 小 腿 、 特 に 鼠 径 部 が 振
動 さ せ ら れ て マ ッ サ ー ジ さ れ 、 下 半 身 の 血 液 循 環 や 血 行 を 促 進 す る こ と が で き る の み な ら
ず 、 振 動 に よ り 前 記 鼠 径 部 の 周 り の 空 気 を 流 通 さ せ る こ と が で き る の で 、 鼠 径 部 な い し 下
半 身 の 他 の 部 位 を 乾 燥 状 態 に 保 持 す る こ と も で き る 。
　 そ し て 、 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト の 上 面 に お け る 前 記 突 起 部 の 直 後 が 、 前 後 方 向 に 延 び て な
る 円 弧 状 の 窪 み と な っ て い て 着 座 部 と さ れ 、 該 着 座 部 か ら 前 記 後 端 縁 ま で が 段 々 高 ま っ て
い て 着 座 後 の 臀 部 を 後 か ら 突 っ 張 っ て 鼠 径 部 を 前 記 突 起 部 に 当 接 さ せ る こ と が で き る こ と
が 好 ま し い 。
　 そ れ に よ り 、 臀 部 全 体 が 均 一 に サ ポ ー ト さ れ て 安 定 に 坐 る こ と が で き る の み な ら ず 、 坐
り の 姿 勢 に 拘 わ ら ず 鼠 径 部 が 自 ず と 前 記 突 起 部 と 当 接 す る の で 、 上 記 効 果 が よ く 確 保 さ れ
る 。
　 前 記 突 起 部 が 円 弧 状 で あ る の が 好 ま し い 。 も し 、 こ の 座 受 具 が オ フ ィ ス 等 の 椅 子 用 の も
の で あ れ ば 、 前 記 突 起 そ れ 自 体 及 び そ の 両 側 が そ れ ぞ れ 前 記 着 座 部 よ り ア ー ク 状 に な る よ
う に 段 々 高 ま っ て か ら 沈 み 、 前 記 前 端 部 と な る こ と が 好 ま し い 。
　 ま た 、 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト は 、 そ の 左 右 方 向 の 幅 が 、 前 記 前 端 縁 近 く か ら 前 記 着 座 部 に
至 っ て 最 小 に な る よ う に 段 々 縮 小 し 、 そ し て 前 記 着 座 部 か ら 前 記 後 端 縁 近 く に 至 っ て 最 大
に な る よ う に 拡 大 し た こ と が 好 ま し い 。
　 ま た 、 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト の 上 面 は 、 そ の 前 後 方 向 に 延 び て い る 中 心 線 に お い て 、 前 記
後 端 縁 が 前 記 突 起 部 の 頂 点 よ り 、 前 記 突 起 部 の 頂 点 が 前 記 着 座 部 の 底 点 よ り 、 そ し て 前 記
着 座 部 の 底 点 が 前 記 前 端 縁 よ り 高 い こ と が 好 ま し い 。
　 ま た 、 前 記 突 起 部 及 び 前 記 着 座 部 そ れ ぞ れ の 左 右 方 向 に 延 び て い る 上 輪 郭 線 は 左 右 両 端
が 下 が っ た ア ー ク 線 に な っ て い る こ と が 好 ま し い 。
　 ま た 、 前 記 着 座 部 と 前 記 後 端 縁 と の 間 の 臀 部 を 突 っ 張 る 部 分 が 通 常 の 人 の 臀 部 の 形 状 に
合 う よ う に ア ー ク 状 に 窪 ん で い る こ と が 好 ま し い 。
　 前 記 構 成 に よ る 座 受 具 は 、 人 体 工 学 に か な っ た 形 状 を 有 す る の で 、 着 座 時 に 臀 部 及 び 大
腿 に 圧 迫 感 を 与 え な く 、 か な り 快 適 で あ る 。
　 そ し て 、 前 記 突 起 部 及 び 前 記 着 座 部 の 表 面 は 、 凹 凸 状 に な っ て い る こ と が 好 ま し い 。 そ
れ に よ り 、 臀 部 当 た り の 通 気 性 が 更 に 高 め ら れ る の で 、 蒸 れ に く く て 快 適 で あ る 。
　 そ し て 、 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト 内 に 加 熱 ユ ニ ッ ト が 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。 該 加
熱 ユ ニ ッ ト は 、 必 要 に 応 じ て 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト の 上 方 や 前 記 着 座 部 か ら 前 記 後 端 縁 ま で の
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部 分 内 に 設 け る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 血 液 循 環 及 び 代 謝 を も っ と 促 進 さ せ る こ と が
で き る と 共 に 、 加 熱 に よ り 温 も っ て 快 適 感 を も た ら す こ と が で き る 。
　 そ し て 、 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト 及 び 前 記 加 熱 ユ ニ ッ ト と 電 気 的 に 接 続 し て い て 、 前 記 振 動 ユ
ニ ッ ト の 振 動 強 度 及 び 時 間 、 並 び に 前 記 加 熱 ユ ニ ッ ト の 加 熱 温 度 及 び 時 間 を そ れ ぞ れ 制 御
す る 制 御 ユ ニ ッ ト を 更 に 備 え て い る こ と が 好 ま し い 。 そ れ に よ り 、 必 要 に 応 じ て 前 記 振 動
ユ ニ ッ ト の 振 動 強 度 及 び 時 間 、 並 び に 前 記 加 熱 ユ ニ ッ ト の 加 熱 温 度 及 び 時 間 を 自 由 に 制 御
す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 座 受 具 は 、 形 状 の 設 計 が 人 体 工 学 に 合 っ て い る 上 、 突 起 部 、 振 動 ユ ニ ッ ト 及 び
加 熱 ユ ニ ッ ト が 設 け ら れ て い る の で 、 鼠 径 部 、 大 腿 乃 至 臀 部 を マ ッ サ ー ジ し て 血 液 循 環 及
び 代 謝 を 促 進 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 オ フ ィ ス や 他 の 椅 子 用 の も の を 例 と し て 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 詳 し く 説 明
す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 座 受 具 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 前 記 実 施 形
態 の 平 面 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 こ の 座 受 具 は 、 主 と し て シ ー ト ユ ニ ッ ト
３ と 、 振 動 ユ ニ ッ ト ４ と 、 複 数 の 加 熱 ユ ニ ッ ト ５ １ ， ５ ２ と 、 制 御 ユ ニ ッ ト ６ と か ら な っ
て い る 。
　 よ り 詳 し く 説 明 す る と 、 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト ３ は 、 前 後 ２ 端 縁 ３ １ ， ３ ２ 及 び 上 下 ２ 面
３ ３ ， ３ ４ を 有 す る 略 サ ド ル 形 の ク ッ シ ョ ン 体 か ら な る 。 前 記 ク ッ シ ョ ン 体 は 、 人 体 工 学
に 合 っ て い る 形 状 を 有 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 ク ッ シ ョ ン 体 と し て 、 発 泡 体 か ら
な っ た も の が 使 用 さ れ て い る 。
　 以 下 、 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し な が ら 、 ま ず 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト ３ の 外 形 を 説 明 す る 。
　 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト ３ の 上 面 ３ ３ の 前 端 縁 ３ １ 近 く の 略 中 央 箇 所 に は 、 突 起 部 ３ ５ が 形
成 し て あ る 。 前 記 突 起 部 ３ ５ の 直 後 は 、 前 後 方 向 に 延 び て な る 円 弧 状 の 窪 み と な っ て い て
着 座 部 ３ ６ と さ れ て い る 。 該 着 座 部 ３ ６ か ら 前 記 後 端 縁 ３ ２ ま で の 部 分 は 、 段 々 高 ま っ て
い て 、 着 座 後 の 臀 部 を 後 ろ か ら 突 っ 張 っ て 鼠 径 部 を 前 記 突 起 部 ３ ５ に 当 接 さ せ る こ と が で
き る 。
　 ま た 、 前 記 突 起 部 ３ ５ は 、 円 弧 状 で あ り 、 且 つ 、 そ れ 自 体 及 び そ の 両 側 が そ れ ぞ れ 前 記
着 座 部 ３ ６ よ り ア ー ク 状 に な る よ う に 段 々 高 ま っ て か ら 沈 み 、 前 記 前 端 部 ３ １ と な っ て い
る 。 も ち ろ ん 、 こ の 形 状 は オ フ ィ ス や 家 庭 で 使 う 椅 子 の 通 常 の も の に 適 用 す る た め の 設 計
で あ る が 、 胡 座 を か い て 修 行 な ど を す る た め の も の で あ れ ば 、 前 記 突 起 部 ３ ５ を 少 々 縮 小
さ せ た 方 が 良 い 。 そ し て 、 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト ３ は 、 そ の 左 右 方 向 の 幅 が 、 前 記 前 端 縁 ３
１ 近 く か ら 前 記 着 座 部 ３ ６ に 至 っ て 最 小 に な る よ う に 段 々 縮 小 し 、 そ し て 前 記 着 座 部 ３ ６
か ら 前 記 後 端 縁 ３ ２ 近 く に 至 っ て 最 大 に な る よ う に 拡 大 し て い る 。
　 な お 、 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト ３ の 上 面 ３ ３ は 、 そ の 前 後 方 向 に 延 び て い る 中 心 線 に お い て
、 前 記 後 端 縁 ３ ２ が 前 記 突 起 部 ３ ５ の 頂 点 よ り 、 前 記 突 起 部 ３ ５ の 頂 点 が 前 記 着 座 部 ３ ６
の 底 点 よ り 、 そ し て 前 記 着 座 部 ３ ６ の 底 点 が 前 記 前 端 縁 ３ １ よ り 高 い 。 前 記 突 起 部 ３ ５ 及
び 前 記 着 座 部 ３ ６ そ れ ぞ れ の 左 右 方 向 に 延 び て い る （ 上 ） 輪 郭 線 は 、 左 右 両 端 が 下 が っ た
ア ー ク 線 に な っ て い る 。
　 そ し て 、 前 記 着 座 部 ３ ６ と 前 記 後 端 縁 ３ ２ と の 間 の 臀 部 を 突 っ 張 る 部 分 が 通 常 の 人 の 臀
部 の 形 状 に 合 う よ う に ア ー ク 状 に 窪 ん で い る 。
　 そ し て 、 通 気 性 を 増 加 さ せ る た め に 、 前 記 突 起 部 ３ ５ 及 び 前 記 着 座 部 ３ ６ の 表 面 は 、 凹
凸 状 に な っ て い る 。
　 ま た 、 各 部 分 に 必 要 な 支 持 力 が 違 う こ と を 考 量 し 、 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト ３ を 製 造 す る 時
、 前 記 突 起 部 ３ ５ 及 び 前 記 着 座 部 ３ ６ に 他 の 部 分 と 異 な る 密 度 の 発 泡 体 を 使 用 し て い る 。
　 そ し て 、 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト ４ は 、 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト ３ 内 の 前 記 突 起 部 ３ ５ 及 び 前 記 着
座 部 ３ ６ の 下 方 に 設 け ら れ て い て 、 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト ６ に よ り 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト ３ 外 か
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ら 操 作 さ れ て 前 記 突 起 部 ３ ５ あ た り を 振 動 さ せ る こ と が で き る 。
　 前 記 複 数 の 加 熱 ユ ニ ッ ト ５ １ ， ５ ２ は 、 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト ３ 内 に 設 け ら れ て い る 。 本
実 施 形 態 に お い て 、 該 加 熱 ユ ニ ッ ト ５ １ ， ５ ２ は 、 二 つ あ り 、 そ れ ぞ れ 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ
ト ３ 内 の 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト ４ の 上 方 及 び 前 記 着 座 部 ３ ６ か ら 前 記 後 端 縁 ３ ２ ま で の 部 分 内
に 設 け ら れ て い る 。
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト ６ は 、 電 線 ６ １ に よ り 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト ４ 及 び 前 記 複 数 の 加 熱 ユ ニ ッ
ト ５ １ ， ５ ２ と 電 気 的 に 接 続 し て い る 。 そ れ に よ り 、 プ ラ グ ６ ２ で 電 源 と 繋 げ た 後 、 制 御
器 ６ ３ に よ り 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト ４ の 振 動 強 度 及 び 時 間 、 並 び に 前 記 加 熱 ユ ニ ッ ト ５ １ ， ５
２ の 加 熱 温 度 及 び 時 間 を そ れ ぞ れ 制 御 す る こ と が で き る 。
　 前 記 座 受 具 を 使 用 し よ う と す る 場 合 、 図 ３ 及 び 図 ４ （ 本 発 明 の 構 成 を 明 ら か に 示 す た め
に 、 図 ３ 及 び 図 ４ に お い て 左 足 を 省 略 し て 右 足 の み を 描 く ） に 示 す よ う に 、 前 記 座 受 具 を
椅 子 上 に 置 い た 後 、 臀 部 を 前 記 シ ー ト ユ ニ ッ ト ３ の 前 記 着 座 部 ３ ６ に 置 く よ う に 座 る 。 こ
の 時 、 前 記 着 座 部 ３ ６ か ら 前 記 後 端 縁 ３ ２ ま で の 部 分 が 段 々 高 ま っ て い る の で 、 着 座 後 の
臀 部 が 後 ろ か ら 突 っ 張 ら れ て （ 押 さ れ て ） 鼠 径 部 を 前 記 突 起 部 ３ ５ と 自 然 に 当 接 さ せ る こ
と が で き る 。 ま た 、 両 足 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 突 起 部 ３ ５ の 左 右 両 側 ３ ７ ， ３ ７ に 置 く こ と が
で き る 。
　 そ れ に よ り 、 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト ６ に よ り 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト ４ 及 び 前 記 加 熱 ユ ニ ッ ト ５ １
， ５ ２ を 作 動 さ せ た 後 、 仕 事 中 や 運 転 中 に 、 鼠 径 部 、 大 腿 乃 至 臀 部 を マ ッ サ ー ジ し て 下 半
身 の 血 液 循 環 及 び 代 謝 を 促 進 す る こ と が で き る 。 ま た 、 凹 凸 の 設 計 及 び 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト
の 振 動 に よ り 前 記 鼠 径 部 及 び 臀 部 の あ た り の 空 気 の 流 通 を 促 進 す る こ と が で き る の で 、 鼠
径 部 を 乾 燥 状 態 に 保 持 す る こ と が で き る 。 尚 、 本 発 明 の 座 受 具 は 座 具 も し く は 着 座 器 具 ・
装 置 と 称 さ れ る こ と も あ る で あ ろ う 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 座 受 具 を 使 用 す れ ば 、 人 体 工 学 に 適 っ て 臀 部 全 体 を 均 一 に サ ポ ー ト す る こ と が
で き る 上 、 鼠 径 部 に 突 っ 張 っ て 腿 な ど と 共 に 振 動 さ せ る 効 果 及 び 下 半 身 を 温 め る 効 果 を 有
す る の で 、 血 行 を 促 進 し 、 長 時 間 に 座 っ て も 、 圧 迫 感 が な く 、 快 適 で あ る 。
　 以 上 説 明 し た 実 施 の 形 態 は 、 あ く ま で も 本 発 明 の 技 術 的 内 容 を 明 ら か に す る 意 図 の も の
に お い て な さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 は そ う し た 具 体 例 に 限 定 し て 狭 義 に 解 釈 さ れ る も の
で は な く 、 本 発 明 の 精 神 と ク レ ー ム に 述 べ ら れ た 範 囲 で 、 い ろ い ろ と 変 更 し て 実 施 で き る
も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 座 受 具 の 好 ま し い 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 前 記 実 施 形 態 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 前 記 実 施 形 態 の 使 用 状 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 一 部 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
３            シ ー ト ユ ニ ッ ト
３ １ ， ３ ２    前 後 ２ 端 縁
３ ３ ， ３ ４    上 下 ２ 面
３ ５          突 起 部
３ ６          着 座 部
３ ７          突 起 部 の 両 側
４            振 動 ユ ニ ッ ト
５ １ ， ５ ２    加 熱 ユ ニ ッ ト
６            制 御 ユ ニ ッ ト
６ １          電 線
６ ２          プ ラ グ
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６ ３          制 御 器

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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